












































































































研究期間 本研究は 201 X 年 7月 24日から翌年 3月
26日までの計 16回行った。
対象児 対象児は幼稚園年長クラスに在籍する療育開
始時 5歳 10カ月の自閉症の男児 1名であった。5歳 11
カ月時に療育園で実施された K 式発達検査では，全領

















ュール表」（縦 88 cm×横 10 cm）と，対象児の目の前に
今どの行動要素をするべきかを示すためのラミネート加




























































































































































































































































る。この MCL とは，音楽療法活動が発展し始めた 1960
年以降につくられたものであり，松井（1989）が発達障
害児の音楽活動のチェックリストとして再構成して作成
し，1991年に改正されたものである。この MCL は音
楽活動を通して発達が見られる「聞くこと」，「対象関
係」，「歌うこと」，「身体運動」，「手の操作」，「秩序形
成」の 6項目からなっており，6段階評価で得点化され
る。また評定は幼稚園教諭によって実施できるようにな
っている。本研究では，音楽活動参加を目的に対象児に
合わせて作成したチェックシートを使用した。今後の課
題点として，特別支援学校及び特別支援学級において授
業時間でも利用でき，そして評価した後に教諭同士が共
有できるようなチェックリストが作成され，標準化され
ることが，必要と言えるだろう。
また本研究では療育場面での音楽活動で行っていたた
め，指導者やプロンプターといった支援者や，演奏曲を
固定し，対象児のみが楽器を扱って音楽活動を行った
が，今後他の児童と一緒に音楽活動に取り組むことがで
きるのか，また他の場面でも音楽活動に参加することが
できるのかを検討する必要がある。また課題分析した音
楽活動は，今後対象児の学年が上がるごとに活動時間が
長くなり，行動要素もその時間と同様に増えていくこと
となるが，このような状況の変化があったとしても対象
児が適応的に活動に従事することができるかどうかを検
討しなければならない。
最後に社会的妥当性の評価結果から，対象児の音楽活
動の参加は母親にとっても有意義なものであったといえ
る。対象児が集団で活動できるようになりうれしかった
２３視覚支援を用いた自閉症児の音楽活動への参加行動の形成
ことや，視覚支援に対する評価についても対象児が目で
見て行動ができるようになったといった感想が書かれて
いた。このように音楽活動に参加するなどの集団での活
動参加に対するニーズがある限り，本研究のような更な
る音楽活動への参加に関する詳細な研究が期待される。
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